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令和７年度成田市健全化判断比率について 

 

 

 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成１９年法律第９４号）第３

条第１項の規定により，令和７年度成田市健全化判断比率を監査委員の意見を

付けて，次のとおり報告する。 
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（単位：％） 

 健全化判断比率 

実質赤字比率 
連結実質赤字 
比 率 

実質公債費 
比 率 

将来負担比率 

令和７年度 ― ― １０．６ １２６．２ 

早期健全化 
基 準 

１１．４７ １６．４７ ２５．０ ３５０．０ 

財政再生基準 ２０．００ ３０．００ ３５．０  

実質赤字比率及び連結実質赤字比率の欄の「―」の表示は，黒字を表す。 

 



 

令和７年度成田市健全化判断比率審査意見書 

 

１ 審査の対象 

  実質赤字比率 

  連結実質赤字比率 

  実質公債費比率 

  将来負担比率 

 

２ 審査の期間 

  令和８年７月１７日から同月２４日まで 

 

３ 審査の方法 

  この審査は，市長から提出された健全化判断比率及びその算定の基礎とな

る事項を記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として実施し

た。 

 

４ 審査の結果 

審査に付された健全化判断比率及びその算定の基礎となる事項を記載した

書類は，いずれも適正に作成されているものと認められた。 

（単位：％） 

区分 
健全化判断比率 早期健全化基準 

令和７年度 令和６年度 令和７年度 令和６年度 

実質赤字比率 
― 

（△７．８０） 

― 

（△４．７２） 
１１．４７ １１．４７ 

連結実質赤字 

比 率 

― 

（△１４．７６） 

― 

（△１１．７６） 
１６．４７ １６．４７ 

実質公債費比率 １０．６ １０．３ ２５．０ ２５．０ 

将来負担比率 １２６．２ ９５．１ ３５０．０ ３５０．０ 

 実質赤字比率及び連結実質赤字比率の欄の「―」の表示は，黒字を表す。 

 （ ）内のマイナスの数値は，実質黒字の程度を表す。 

 

５ 審査の意見 

各比率は早期健全化基準を下回っているものの，将来負担比率は大幅に数

値が上昇している。今後も各種財政指標に留意しつつ，将来を見据えた健全

かつ安定的な財政運営に努められたい。 

 


